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RCスラブを芯材とする三層緩衝構造の緩衝効果














































吸水率1.86%の北海道栗丘産砂で、 20cm毎に踏み固めを行い所定の敷厚としている。また、 EPS材は密度 20
kgfjmぺ5%圧縮強度L1kgfjcmヘポアソン比 0.05で、寸法 200cmx100cmx50cmのEPSプロックを用いている。
芯材には寸法 395cmx395cmx20cmのRCスラブ(単鉄筋および複鉄筋)を使用した。主鉄筋には D13を用い、鉄
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(a) 芯材単鉄筋スラプ (b) 芯材複鉄筋スラプ
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場合に比べて若干大きな値を示している e また RC-sスラプの場合の重錘衝撃力は約 5.5tfJ(mJsec)で増加しており、
最大重錘衝撃力と重鍾の衝突速度はほぼ直線関係にあるようである。総伝達衝撃力は重錘衝撃力に比べ、いずれの場
合も同程度であるか大きく示されている。その割合は 10m、 20m 落下時で1.1~1.4 倍程度、 30m 落下時では両者ほ
ぽ等しい値となっており、衝突速度の増加とともにその差は減少する傾向にあるようである。
4.まとめ
RCスラプを芯柑とした場合の三層緩衝構造に関する大型実証実験の結果を要約すると、
1) 芯材RCスラプによる荷重分散効果によって、基部への伝達応カは平滑化される。
2) 本構造に伝達される衝撃力は重錘衝撃力にほぼ等ぃ、値に低減することができる。
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